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ご
あ

い
さ

つ

興
膳
　
宏

一
九
九
〇
年
に
誕
生
し
た
書
学
書
道
史
学
会
が
十
二
年
目
を
迎
え
、
ま
た
二
十

一

世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
に
踏
み
こ
ん
だ
節
目
の
時
期
に
、
理
事
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
、
大
き
な
緊
張
感
を
覚
え
ま
す
。
初
代
理
事
長
と
し
て
、
こ
の
十
年
間
、
終

始
先
頭
に
立

っ
て
学
会
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
西
林
昭

一
先
生
は
、
学
会
の

顔
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
中
国
書
学
史
の
す
ぐ
れ
た
学
者
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
と

い
え
ば
、
専
攻
す
る
中
国
古
典
文
学
と
の
か
か
わ
り
で
、
書
の
分
野
に
も
多
少
の
関

連
を
有
す
る
と
い
う
だ
け
の
人
間
で
、
ど
う
見
て
も
書
学
や
書
道
史
学
の
専
門
家
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
理
事
長
の
役
日
に

は
、
当
初
ど
う
し
よ
う
も
な
い
当
惑
感
が
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
「
書
学

書
道
史
学
」
と

い
う
学
問
は
、
ま
だ
ご
く
新
し

い
分
野
で
す
。
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の

我
々
の
学
会
が
生
み
だ
し
、
育
て
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
学
問
で
す
。
そ
こ
に
は
、

「書
」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
本
来
的
に
は
意
思
伝
達
の
手
段
で
あ
っ
た
文
字
が
、
芸
術
の

一
分
野
た
る

「書
」
と
し
て
独
自
の
発
達
を
送
げ
た
の
は
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化

圏
に
特
有
の
現
象
で
し
た
。

「書
」
は
、
い
か
に
書
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
形
体
上
の
側
面
と
、
何
が
書
か
れ

て
い
る
か
と
い
う
内
容
上
の
側
面
が
緊
密
に
、
か
つ
運
然
と
融
合
し
て
成
立
し
た
芸

術
と
し
て
、
特
有
の
意
義
を
持
つ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
「書
」
と
い

う
芸
術
形
式
そ
の
も
の
が
す
で
に
複
合
的
な
性
質
を
内
在
さ
せ
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
の

「書
」
を
対
象
と
す
る

「書
学
　
書
道
史
学
」
は
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
哲
学
、

美
学
、
文
学
、
言
語
学
と
い
っ
た
多
様
な
領
城
と
の
間
に
、
四
通
八
達
と
い
っ
て
も

よ
い
自
在
な
関
係
を
持
つ
学
問
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ら
ば
、
「書
」
に
関
連

す
る
文
化
の

一
端
を
研
究
し
て
い
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
学
会
の
発
展
の
た
め
に
多

少
と
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
頭
を
切
り
換
え
て
、
こ
の

任
務
を
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
す
。

わ
が
学
会
は
、
創
立
十
年
目
に
し
て
、
国
際
学
会
と
い
う
大
き
な
企
画
を
首
尾
よ

く
成
功
裏
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
会
員
各
位
の
責
献
に
よ
っ

て
、
学
会
が
そ
れ
な
り
の
実
力
を
つ
け
て
き
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
十
分
な
自
信
を
持

っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
事
務
局

体
制
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
将
来
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
が
ら
も
な
お

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
広
く
会
員
各
位
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
さ
ら
な

る
学
会
の
発
展
を
図

っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
の
積
極
的

な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（本
会
理
事
長
）
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本
年
度

口
第
１２
回
大
会
開
催
案
内

本
年
度
の
第
１２
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
会
は
今
年
も
、
１１
月
９
日
０
か
ら

１１
日
働
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
名
称
も
改
ま
り
新
都

心
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る

「さ
い
た
ま
市
」
の
埼
玉

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
詳

細
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
発
表
者
、
交
通
案
内
等
は
１０
月
発
行
予

定
の

「会
報
２
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
現
在
ま
で

に
固
ま
っ
て
い
る
大
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
日
程
＝
１１
月
９
日

（金
）
午
後
４
時
３０
分
か
ら
定
例
理

事
会

（於
浦
和
束
武
ホ
テ
ル
）

１１
月
１０
日

（土
）
午
前
９
時
受
付
開
始
、
９
時

４０
分
か
ら
総
会

，
研
究
発
表

・
懇
親
会
を
順
次

行
い
、
午
後
８
時
終
了
予
定
。

１１
月
１１
日

（日
）
午
前
１０
時
現
地
集
合
に
て
、

午
前
中
は
古
河
市
の
象
刻
美
術
館
を
見
学
。
鳴

鶴
関
係
の
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
杉

村
邦
彦
副
理
事
長
に
よ
る
講
演
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
午
後
１
時
か
ら
は
、
会
場
を
移
し
て

古
書
画
及
び
拓
本

（明
拓
）
の
特
別
陳
列
の
鑑

賞
会

（列
品
解
説
あ
り
）
を
行
い
ま
す
。
午
後

３
時
、
現
地
解
散
の
予
定
。

①
会
場
＝
埼
玉
大
学

・
大
学
会
館

（さ
い
た
ま
市
下
大
久

保
２
５
５
、
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
北
浦
和
駅
か
ら

バ
ス
約
２０
分
、
埼
京
線
南
与
野
駅
か
ら
は
バ
ス

約
１０
分
）
＝
写
真
＝

①
備
考
＝
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
大
学
周
辺
に
は
規
模
的
に

適
当
な
も
の
が
な
く
、
東
京
か
ら
も
至
近
距
離

と
い
う
条
件
に
も
照
ら
し
、
今
年
も
各
自
で
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（国
内
局

・
阻
埼
玉
大
会
運
営
委
員
会
）

業
一績
！寵
一輩
網
果
一の
！公
素
掛韮
づ
！！！い
一て

昨
年
実
施
致
し
ま
し
た
会
員
各
位
の
ご
研
究
業
績
調

査
に
つ
い
て
は
、
学
会
誌
第
１０
号
で
も
ご
報
告
し
ま
し

た
通
り
、
約
５
５
０
名
の
会
員
の
う
ち
約
１
０
０
名
の

方
々
か
ら
ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
対
し
深

く
感
謝
致
し
ま
す
。

そ
こ
で
当
委
員
会
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
の
公
表
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
学
会
と
し
て
今
後

の
斯
学
振
興
策
の

一
環
と
い
う
主
旨
か
ら
も
、
ま
た
引

き
続
き
さ
ら
に
幅
広
く
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
頂
き
、

そ
の
情
報
を
逐
次
反
映
さ
せ
ら
れ
る
利
便
性
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
方
法
を
試
み
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

公
開
方
法
は
、
①
論
文
等
の
タ
イ
ト
ル
②
著
者
名
③

掲
載
誌
④
発
表
年
、
を
単
位
デ
ー
タ
と
し
て
、
分
野
別

に
括

っ
て
掲
載
す
る
形
を
と
り
、
会
員
の
個
人
別
業
績

一
覧
と
い
う
形
は
と
り
ま
せ
ん
。

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
働
萱
原
書

一房

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（
汗

８

↑＼
＼
電

電

電

，汗
や
く
ｐ
Ｆ
営

い
。８

日

）

に

〃問
借
り
″
す
る
形
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

同
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
頂
け
ば
、
学
会
の
概
要
や
、
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本年度 口第12回大会研究発表募集

今秋の第12回大会は、別項でご案内の通りさいたま市の埼玉大学キャンパスにおいて開催の運びとなりまし

たので、例年通り会員各位より下記の要領で研究発表の申し込みを受け付けます。21世紀を迎えて最初の大会

でもあり、書学書道史ならびに関連諸分野の斬新なご研究成果の発表を期待します。ぜひ、省ってお申し込み

下さい。

言己

1)発 表日時 :平成13年11月10日 (土)午 前～午後 (発表者が多い場合は、分科会方式を採用します)

2)発 表時間 :各40分問 (質疑応答時間10分を含む)

3)申 込方法 :適宜の形式の 「大会発表申込書」に標題 ・氏名を明記し、800字程度のレジメを添えること

4)レ ジメの形式=レ ジメは、10月発行の本会報第2号 に付録として添付し、全会員に事前配布します。形式

はB5判 のページの概ね縦20X横 14cmのスペースを各発表者に割り当て、提出されたものをそのまま、ま

たは縮小転写して軽印刷にかけますから、このプロポーションに仕上げて提出してください。ワープロ印

字、手書き、縦書き、横書きを問いません。図版は掲載不可。

5)申 込締切 :平成13年7月25日 (水)=必 着=

6)決 定と通知 :7月 末の大会運営委員会で決定し、8月上旬に個別にお知らせします。

※本大会発表については、学会誌 『書学書道史研究』第12号 (平成14年秋刊)へ の論文投稿申し込みがあった

ものとして扱われますので、改めての投稿申し込みは不要です。

※この原稿の締め切りは来年 3月末日です。投稿原稿は、査読委員会で採否が決定されます。学会誌掲載につ

いてご不明の点は、編集委員会まで文書でお問い合わせ下さい。

※発表申込書とレジメは、封筒に 「レジメ在中」と明記して下記へお送り下さい。なお、事故を避けるため、

出来るだけ配達記録郵便をご利用下さい。

〈送り先〉〒150-0031東京都渋谷区桜丘町29内35 ヴ イラ桜ケ丘ビル7F

書学書道史学会国内局 ・01埼玉大会運営委員会  宛

国
際
大
会
の
全
発
表
論
文
の
レ
ジ
メ
な
ど
も
ご
覧
頂

け
、
筒
単
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し
て
頂
け
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
も
し
ご
報
告
頂
い
た
論
文
タ
イ
ト

ル
等
を
こ
の
形
で
公
表
す
る
こ
と
に
同
意
頂
け
な
い
場

合
は
、
６
月
末
日
ま十
で
に
当
委
員
会
宛
、
文
書
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
省
略
の
手

続
き
を
と
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
７
月
中
頃
ま
で
に
は
、

前
記
の
１
０
０
名
の
方
々
に
つ
い
て
掲
載
で
き
る
見
通

し
で
す
。

ま
た
、
調
査
票
の
返
送
を
ご
失
念
の
方
は
、
こ
れ
か

ら
で
も
結
構
で
す
か
ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。
順
次
掲
載

し
て
い
く
方
針
で
す
。
調
査
票
の
返
送
に
代
え
て
、
メ

ー
ル
で
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
形
で
お
送
り
頂
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
前
記
①
～
④
の
デ
ー
タ
に
、

「論
文
等
分
類
コ
ー
ド
表
」
（事
務
局
に
用
意
）
に
よ
り

⑤
と
し
て
分
類
コ
ー
ド
と
、
⑥
と
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド

（複
数
可
）
を
付
し
て
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
事
務
局

長

（
汗
や
将

ダ
い
ヽ
い
⑥

暫

市
電

Ｆ
・居

付
瑠

拶
命
①
・ｏ
、
き

）

宛

に

送

信

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
会
員
各
位
の

「作
品
業
績
」
に
つ
い
て
は
、

近
い
将
来
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
希
望
さ
れ
る
会
員

の
個
人
用
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
こ
で
代
表
作
品
の
図
版
掲
載
を
含
め
会
員
個
人
情
報

を
公
開
す
る
案
な
ど
も
出
て
お
り
ま
す
。
こ
の
件
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
ご
意
見
ご
提
案
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
局

・
編
集
委
員
会
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新
出
土
史
料
の
一
斑

西
林
　
昭

一

中
国
の
埋
蔵
文
化
財
に
は
、
目
が
離
せ
な
い
。
つ
い
先
ご
ろ
も
成
都
市
の
金
沙
遺

跡
で
、
段
代
晩
期
と
お
ぼ
し
い
「約
千
点
の
玉
器

・
青
銅
器
そ
の
他
を
発
見
」
と
い
う

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
書
も
そ
う
だ
。
例
え
ば
、
顔
真
卿
が
そ
の

〈多
宝
塔
碑
〉
よ

り
三
年
前
に
書
い
た

〈郭
虚
巳
墓
誌
〉
（七
五
〇
年
）
が
、　
一
九
九
八
年
に
出
土
し
た
。

『文
物
』
二
〇
〇
〇

‥
一
〇
に
正
式
報
告
が
あ
り
、
現
地
で
こ
の
拓
本
を
購
得
し
た
会

員
の
辻
井
京
雲
氏
が

『書
道
美
術
新
聞
』
に
紹
介
さ
れ
た
。
私
も
執
筆
中
の

『中
国

新
発
見
の
書
』
（仮
称
）
に

一
文
を
革
し
た
が
、
ま
た
同
じ
年
に
興
味
深
い
墓
誌
が
、

南
京
市
郊
外
で
出
上
し
て
い
た
。
掲
出
の
〈高
藩
墓
誌
Ｘ
三
六
六
年
）
で
あ
る
。
こ
れ

は
『文
物
天
地
皆

一〇
〇
０

８
一
で
知

っ
た
の
だ
が
、
正
式
な
発
掘
報
告
は
ま
だ
な
い
。

こ
の
高
藩
夫
妻
墓
は
未
盗
掘
で
、
金

・
銀

・
玉
ほ
か
珍
貴
な
文
物
が
二
百
余
件
伴

出
し
た
。
《
鋸
年
中
国
十
大
考
古
発
現
》
の
一
つ
に
入
っ
た
と
い
う
。
『文
物
天
地
』

は
、
玉
と
金
器
に
焦
点
を
あ
て
た
紹
介
で

〈高
藩
墓
誌
〉
に
関
し
て
は
、
大
約

「長

方
形
の
大
輝
。
精
巧
な
刻
で
点
画
内
に
は
朱
を
填
め
て
い
る
。
書
法
は
清
秀
洒
脱
、

楢
書
の
気
味
が
濃
い
」
と
い
う
。
が
、
肝
腎
な
法
量
を
記
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、

伴
出
し
た
高
藩
夫
人
の

〈謝
氏
墓
誌
〉
舎
一五
五
年
）
は
、
内
容
も
図
版
も
未
報
告
で

あ
る
。
墓
主
の
高
藩
は

『晋
書
』
巻
七

一
に
伝
が
み
え
、
官
は
侍
中
に
至
り
、
建
昌

伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
顕
官
で
あ
る
―
―
言
及
す
べ
き
こ
と
は
あ
る
が
、
略
に
つ
く
―
―
。

そ
う
し
た
穿
塞
よ
り
、
私
に
は
こ
の
書
が
気
に
な
る
。

一
体
、
南
京
地
区
で
出
上
し
た
西
晋
よ
り
劉
宋
の
墓
誌
の
う
ち
、
有
紀
年
の
も
の

は

〈謝
鰻
墓
誌
〉
舎
ご
喜
一年
）
以
降
、
〈謝
琉
墓
誌
〉
（四
二
一
年
）
ま
で
約
二
十
種

あ
る
が
、
当
時
の
通
行
体
で
な
く
、
い
わ
ば
キ
チ
ン
と
書
刻
し
た
墓
誌
は
、
周
知
の

〈王
興
之
墓
誌
〉
舎
一四

一
年
）
そ
の
他
や
、
こ
れ
ま
た

一
九
九
八
年
出
上
の

〈王
建

之
墓
誌
〉
舎
一七
二
年
）
ほ
か
に
み
る
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る

〃銘
石
体
〃
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て

〈高
藩
墓
誌
〉
は
、
冒
頭
の

「晋
」
字
が
銘
石
体
に
よ
る
ほ
か
は
、
ど
一

過
折
″
に
よ
る
稽
書
体
で
あ
る
。

誤
解
を
催
れ
ず
結
論
す
れ
ば
、
〈朱
然
の
刺
謁
〉
公
一四
九
年
）
ほ
か
、
簡
慣
に
用

い
ら
れ
た
実
用
通
行
体
の
楢
書
が
、
東
晋
時
代
に
至
っ
て
洗
練
度
が
加
わ
り
、
標
準

書
の
銘
石
体
に
仲
間
入
り
し
た
象
徴
的
な
作
で
は
な
い
か
。
た
っ
た
三

一
字
で
は
あ

る
が
、
書
体
変
遷
史
上
、
貴
重
な
作
例
だ
、
と
私
は
思
う
。
〔附

。
本
稿
送
付
の
直
後

に
届
い
た

『文
物
』
二
〇
〇

一
‥
三
で
詳
報
を
知
っ
た
〕（本

会
常
任
理
事

・
前
理
事
長
）
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原
本
か
摸
本
か
の
鑑
識
の
方
法

古
谷
　
稔

書
跡
の
文
化
財
に
は
、
望
Ｆ

と
し
て
魅
力
的
な
遺
品
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
文

学

・
歴
史

・
美
術
史
な
ど
の
重
要
な
基
礎
資
料
を
兼
ね
備
え
て
も
い
る
。
今
後
、
書

学
書
道
史
の
研
究
に
お
い
て
、
慎
重
か
つ
正
確
な
判
断
が
期
さ
れ
る
の
は
、
遺
品
の

”書
“
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
”原
本
“
か

ル摸
本
“
か
に
よ
っ

て
も
大
き
な
違
い
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

近
年
、
こ
れ
に
関
連
し
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
平
林
盛
得
氏
の
精

級
な
論
考

「館
蔵
及
び
御
物
の
熊
野
類
懐
紙
に
つ
い
て
」
翁
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報

・

紀
要
』
第
５
号

・
平
成
１０
年
度
）
に
見
え
る
。
後
鳥
羽
院
が
熊
野
三
山
に
参
詣
途
中

に
開
催
し
た
歌
会
で
書
さ
れ
た

「熊
野
懐
紙
」
に
対
し
、
そ
れ
と
は
全
く
別
の
歌
会

で
成

っ
た

一
群
の
和
歌
懐
紙
に

「熊
野
類
懐
紙
」
（以
下
、
類
懐
紙
）
が
あ
り
、
国
文

学

・
書
道
史
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
類
懐
紙
が
御
物
に
四
枚
伝
わ
り
、
う
ち

一
枚

が
平
成
元
年
に
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に
移
管
さ
れ
た
た
め
、
平
林
氏
が
新
収
蔵
品

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

氏
は
、
右
の
論
考
で
田
村
柳
壼
氏
の
研
究
に
注
目
し
、
和
歌
史
上
、　
一
群
の
類
懐

紙
を

「詠
月
次
和
歌
」
（仮
）
と
し
て

一
括
さ
れ
た
点
で
従
来
の
研
究
と
の
違
い
を
評

価
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
抽
出
さ
れ
た
結
論
の
一
つ
と
し
て
、
上
記
御
物
の
四
枚
は
、
い

ず
れ
も
正
治
二
年

〈
一
二
〇
〇
〉
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
後
鳥
羽
院
が
近
臣
と
と
も

に
開
催
し
た
当
座
歌
会
の
お
り
の
も
の
、
と
受
け
止
め
る
。
こ
れ
は
正
治
二
年
と
建

仁
元
年
の
両
年
の
筆
に
な
る

「熊
野
懐
紙
」
と
時
期
的
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

類
懐
紙
と

「熊
野
懐
紙
」
と
の
書
風
を
比
較
す
る
上
で
極
め
て
好
都
合
で
あ
る
。

か
つ
て
、
稿
者
は
右
四
枚
の
う
ち
、
後
鳥
羽
院

・
藤
原
範
光

・
藤
原
公
経
の

「詠

荻
風
増
恋
和
歌
」
と
題
す
る
懐
紙
三
枚
は
と
も
に
摸
本
と
考
察
し
た

（『皇
室
の
至
宝

５

ｏ
御
物
　
震
輸
』
平
成
三
年

・
毎
日
新
聞
社
）。
こ
れ
に
つ
い
て
平
林
氏
は
、
と
く

に
後
鳥
羽
院
の
一
枚
は

「詠
花
有
歓
色
和
歌
」
と
題
す
る
類
懐
紙

（上
記
紀
要
の
挿

図
６
）
と
比
較
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
範
光

・
公
経
に
つ
い
て
も
、
他
の
類
懐
紙

の
位
署
と
比
べ
て
模
写
と
は
認
め
が
た
く
、
類
懐
紙
全
体
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
、
と
示
唆
さ
れ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
、
後
鳥
羽
院

「熊
野
懐
紙
」
（Ａ
）
と
前

掲
の
同

「類
懐
紙
」
（Ｂ
）
の
中
の
数
文
字
を
対
比
し
た
が
、
や
は
り
Ａ
と
Ｂ
と
で
は

筆
が
異
な
る
よ
う
だ
。

今
後
の
残
さ
れ
た
課
題
は
、
原
本
か
摸
本
か
を
鑑
識
す
る
方
法
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
学
会
で
の
発
表
、
ま
た
は
学
会
誌
等
に
寄
稿
す

る
機
会
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
理
事
）
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中
田
先
生
と
鉛
筆

杉
村
　
邦
彦

恩
師
中
田
勇
次
郎
先
生
が
、
平
成
十
年
十
月
二
十
三
日
に

九
十
三
歳
で
亡
く
な

っ
て
か
ら
、
早
く
も
二
年
余
り
が
過
ぎ

た
。
あ
の
恰
幅
の
よ
い
温
容
が
折
に
触
れ
て
眼
前
に
蘇
り
、

追
慕
と
感
謝
の
念
が
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
も
新
聞
や
雑
誌
に
求
め
ら
れ
、
あ
る
い

は
自
ら
進
ん
で
先
生
の
学
問
や
生
涯
な
ど
に
つ
い
て
す
で
に

数
篇
の
蕪
稿
を
発
表
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
回
、
『書
学
書
道

史
学
会
報
』
の
創
刊
号
を
出
す
に
当
り
、
編
集
部
か
ら
ま
た

中
田
先
生
の
こ
と
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。

先
生
は
御
専
円
の
中
国
文
学
や
書
学
に
関
す
る
該
博
な
蘊

蓄
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
人
柄
は
実
に
ひ
か
え
め
で
あ

っ
た

か
ら
、
逸
話
と
し
て
伝
え
る
よ
う
な
奇
言
奇
行
は
ほ
と
ん
ど

な
か

っ
た
。
平
素
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
、
人
と
の
お
つ
き
あ
い

も
実
に
淡
々
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
先
生
が
文
章

に
も
よ
く
書
か
れ
た

「平
淡
天
真
」
と
い
う
こ
と
を
、
あ
る

い
は
京
こ
と
ば
で
謂
う
所
の

「常
な
り
」
を
地
で
ゆ
く
よ
う

な
も
の
で
あ

っ
た
。

先
生
は
、
原
稿
を
書
か
れ
る
の
が
実
に
速
か

っ
た
。
先
生

の
責
任
編
集
で
私
た
ち
も
少
し
お
手
伝

い
を
し
た
中
央
公
論

社
の

『書
道
藝
術
』
、
『中
国
墓
誌
精
華
』
、
平
凡
社
の

『中
国

書
道
全
集
』
、
二
玄
社
の

『中
国
書
論
体
系
』
、
東
京
美
術
の

『顔
真
卿
書
蹟
集
成
』
、
淡
交
社
の

『中
国
の
美
術
』
書
蹟
篇

な
ど
、
い
ず
れ
の
場
合
も
先
生
の
原
稿
が

一
番
乗
で
到
着
し
、

私
た
ち
若

い
者
の
原
稿
が
遅
れ
る
の
が
常
で
あ

っ
た
。
先
生

の
原
稿
が
速
か

っ
た
の
は
、
深
い
学
殖
や
蘊
蓄
に
基
づ
く
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、　
一
つ
に
は
原
稿
の
書
き
方
に
も

よ
る
と
思
わ
れ
る
。

先
生
は
原
稿
を
書
く
時
も
、
帳
面
に
ノ
ー
ト
を
と
る
時
も
、

鈴
筆
を
常
用
さ
れ
て
い
た
。
私
た
ち
が
小
学
校
の
こ
ろ
使

っ

て
い
た
蓋

つ
き
の
セ
ル
ロ
イ
ド
の
筆
箱
に
鉛
筆
が
四
、
五
本

と
消
し
ゴ
ム
と
ナ
イ
フ
が
入

っ
て
い
た
。
大
著

『文
房
清
玩
』

の
著
者
と
し
て
は
、
も

っ
と
筆
記
用
具
に
凝

っ
て
も
よ
さ
そ

う
な
の
に
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
質
素
な
も
の
を
使
わ
れ
て
い

た
。
ノ
ー
ト
は
普
通
の
大
学
ノ
ー
ト
、
原
稿
用
紙
は
各
出
版

社
か
ら
配
ら
れ
る
Ｂ
５
判
二
百
字
詰
の
も
の
が
多
か

っ
た
。

あ
る
時
先
生
に
、
「万
年
筆
は
使
わ
れ
な
い
の
で
す
か
」
と
お

尋
ね
す
る
と
、
「万
年
筆
は
使
い
ま
せ
ん
。
鉛
筆
だ
と
消
せ
ま

す
か
ら
ね
」
と
さ
り
げ
な
く
言
わ
れ
た
。

そ
の
鉛
筆
の
筆
跡
が
ま
た
実
に
端
正
で
か
つ
流
麗
で
あ

っ

た
。
古
法
帖
に
見
る
工
義
之
の
書
が
そ
の
ま
ま
抜
け
出
て
き

た
よ
う
な
、
実
に
見
事
な
も
の
で
あ

っ
た
。
倉
卒
の
間
の
メ

モ
で
も
、
い
い
か
げ
ん
な
崩
し
方
は
さ
れ
ず
、
古
法
に
か
な

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
時
々
頂
く
手
紙
や
葉
書
は
毛
筆
で
、

そ
の
見
事
な
こ
と
は
も
と
よ
り
鉛
筆
以
上
で
あ

っ
た
。

私
は
原
稿
を
書
く
と
き
、
鉛
筆
で
ま
ず
下
書
き
を
し
、
さ

ら
に
推
敲
を
加
え
な
が
ら
万
年
筆
で
清
書
を
し
て
仕
上
げ
て

い
る
。
い
つ
で
あ

っ
た
か
、
西
林
昭

一
さ
ん
と
話
を
し
て
い

る
と
き
、
西
林
さ
ん
は
私
と
は
逆
で
、
ま
ず
万
年
筆
で
下
書

き
を
し
た
あ
と
、
鈴
筆
で
清
書
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

世
の
中
に
は
変
わ

っ
た
書
き
方
を
す
る
人
も
い
る
の
だ
な
あ
、

と
感
心
し
た
の
で
あ

っ
た
。

中
田
先
生
の
場
合
、
予
め
草
稿
を
作
る
こ
と
は
さ
れ
な
か

っ
た
。
鉛
筆
書
き
の
草
稿
が
そ
の
ま
ま
原
稿
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
字
句
を
訂
正
し
た
り
補
う
時
は
、
消
し
ゴ
ム
で
消
し

て
仕
上
げ
ら
れ
た
。

先
生
の
最
晩
年
に
近
い
こ
ろ
、
私
は
鉛
筆
用
の
電
動
消
し

ゴ
ム
を
買

っ
て
差
し
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
お
渡
し

す
る
と
き
、
紙
に
鈴
筆
で
線
を
引
き
、
そ
れ
を
使

っ
て
実
演

し
て
お
み
せ
し
た
と
こ
ろ
、
「
こ
れ
は
便
利
で
す
ね
」
と
言

っ

て
喜
ん
で
下
さ

っ
た
。
も

っ
と
も
電
動
消
し
ゴ
ム
の
ゴ
ム
は

ち
び
や
す
い
の
で
、
時
々
取
り
換
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で

「先
の
ゴ
ム
が
な
く
な
れ
ば
、
寺
町

（京
都
）
の
文
適
堂

に
あ
り
ま
す
か
ら
買

っ
て
下
さ
い
」
と
言
い
添
え
た
の
だ

っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
先
生
に
は
何
度
も
お
目
に
か
か

っ

て
い
る
が
、
電
動
消
し
ゴ
ム
の
話
は
つ
い
ぞ
出
な
か

っ
た
と

こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
あ
る
い
は
お
好
み
に
合
わ
ず
、
あ
ま
り

使
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

先
生
と

一
緒
に
展
覧
会
を
見
に
行

っ
て
も
、
先
生
は
い
つ

も
陳
列
ケ
ー
ス
を
食

い
入
る
よ
う
に
の
で
き
な
が
ら
、
鉛
筆

で
克
明
に
ノ
ー
ト
を
取

っ
て
お
ら
れ
た
。
も
と
よ
り
博
覧
強

記
で
は
あ
る
が
、
鉛
筆
で
小
ま
め
に
ノ
ー
ト
を
取
る
の
を
習

慣
に
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
あ
の
厖
大
な
著
作

が
質
素
な
鉛
筆
の
先
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
感
慨

ひ
と
し
お
深
い
も
の
が
あ
る
。
　

　

　

　

（本
会
副
理
事
長
）

中国先生の鉛筆書き原稿
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本
会

の
機
関
誌
と
し
て
、
学
会
設
立
翌

年
の
平
成
３
年
度
か
ら
毎
年
刊
行
さ
れ
て

き
ま
し
た

『書
学
書
道
史
研
究
』
が
こ
の

‐２
年
度
刊
行
分
で
第
１０
号
を
迎
え
た
の
を

記
念
し
て
、
こ
の
た
び
、
理
事
会
決
定
に

よ
り
本
誌
の
各
研
究
機
関

・
図
書
館
等

ヘ

の
架
蔵
促
進
と
学
会
の
財
政
面

へ
の
寄
与

を
目
的
に
、
下
記
の
通
り
第
１
～
１０
号
の

１０
冊
を
セ
ッ
ト
に
し
た
期
間
限
定
の
特
価
販

売
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
５
割
引
」
で
し
か
も
税
込
み
と
い
う
ま

た
と
な
い
機
会
で
も
あ
り
、
現
在
既
に
全
号

揃
う
の
は
３
０
０
セ
ッ
ト
前
後
と
な

っ
て

き
て
い
る
状
況
で
、
従

っ
て
今
後
は
品
切
れ

の
号
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
際
会
員
各
位
の
ご
所
属
先
や
ご

関
係
先

へ
の
架
蔵
促
進
に
ぜ
ひ
お
力
添
え

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
途
中
入
会
で
本
誌
を
揃

い
で
お

持
ち
で
な
い
会
員
の
方
々
も
、
こ
の
機
会

に
お
揃
え
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

割
引
販
売
は
セ
ッ
ト
に
限
り
、
分
売
に
つ

い
て
は
割
引
は
行

い
ま
せ
ん
が
、
今
回
は

分
売
も
税
込
み
３
０
０
０
円
で
販
売
致
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

①
品
名

＝

『書
学
書
道
史
研
究
』
第
１０
号

刊
行
記
念

・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
共
全
１０

冊
揃

い
セ
ッ
ト

○
頒
価

Ｈ
ｌ
５
０
０
０
円

（５
割
引

・
税

込
み

・
送
料
別
６
６
０
円
）

①
特
売
期
間
＝
平
成
１３
年
６
月
１
日
～
９

月

３０

日

○
申
込
方
法

＝
左
記
発
売
元
宛
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
、
メ
ー
ル
等
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
納
本
先
と
請
求
先
を

明
記
し
て
下
さ
い
。
１０
日
前
後
で
、
納

品
書
、
請
求
書
と
振
込
用
の
振
番
用
紙

を
添
付
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
折
り
返

し
、
代
金
を
お
支
払

い
下
さ
い
。
公
費

の
場
合
は
、
そ
の
旨
ご
連
絡
下
さ
い
。

◇

【萱
原
書
一房
】
〒
１
５
０
１
０
０
３
１

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
２９
‐
３５
　
美
術

新
聞
社
内

□
０
３
１
３
４
６
２
１
５
２
５
１

剛
０
３
ｉ
３
４
６
４
１
８
５
２
１

０
Ａ
Ｓ
ｐ
単
”
汗
や
く
い
ず
いヽ
い
⑥
汗
い
く
い
ず
い
いヽ
，命
〇
呂

『年
表
』
の
普
及
に

一
層
の
ご
協
力
を

一
昨
年

の
発
売
以
来
、
関
係
方
面
に
広

く
ご
好
評
を
頂

い
て
い
る

『
日
本

・
中

国

・
朝
鮮
／
書
道
史
年
表
』
で
す
が
、
ま

だ
目
標
部
数
の
５５
％
前
後
に
留
ま

っ
て
お

り
、
こ
れ
が
国
際
大
会
の
大
幅
赤
字
の
原

因
と
な

っ
て
、
こ
の
処
理
の
た
め
に
船
萱

原
書
房
に
多
大
な
財
政
負
担
を
背
負
わ
せ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
、
一
層
の
普
及
促
進
方
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（事
務
局
）

〔剛凶日日田問間関田団同日円田田日円）　　。謝帥卿制ヽ
議論研輛岡大学院生　書写

○
野
口
林
造

（白
汀
）
Ｓ
６
　
大
東
文
化
大
学
　
　
○
古
木
誠
彦
　
Ｓ
４．
　
九
州
女
子
大
学
専
任
講

教
授
　
士
ズ
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
　
漢
字
学
、
文
字
学

○
王
海
濱

（海
天

・
伯
洋
）
Ｓ
３５
　
筆
の
里
工
　
　
○
山
口
恭
子
　
Ｓ
４６
　
法
政
大
学
院
生
　
松
花

一房
国
際
交
流
指
導
員
　
中
国
古
代
書
画
鑑
定
、
　
　
堂
昭
乗
に
関
す
る
研
究

書
道
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
計
良
裕
佳

（袖
石
）
Ｓ
３０
　
群
馬
女
子
短
期

○
谷
口
邦
彦
　
Ｓ
３５
　
広
島
大
学
附
属
中

・
高
　
　
　
大
学
講
師
　
象
刻

校
教
諭
　
書
写

・
書
道
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
○
福
島
輝
子
　
Ｓ
２．
　
専
修
大
学
講
師
　
か
な

○
染
谷
由
香
理
　
Ｓ
３３
　
千
葉
県
立
生
浜
高
校
　
　
　
（日
本
）

教
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
承
春
先
　
Ｓ
３‐
　
昭
和
女
子
大
学
講
師
　
日

○
和
田
圭
壮

（勤
卿
）
Ｓ
３８
　
福
岡
教
育
大
学
　
　
　
本

，
中
国
書
道
史

専
任
講
師
　
書
写
書
道
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
○
長
野
秀
章

（竹
軒
）
Ｓ
２４
　
東
京
学
芸
大
学

○
鈴
木
か
お
る

（麗
薫
）
Ｓ
３９
　
東
京
家
政
学
　
　
　
教
授
　
書
写
書
道
教
育

院
大
学
講
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
角
紀
子

（玉
翠
）
Ｓ
５
　
国
語
国
文
学
、
書

○
中

一
恵

（香
翔
）
Ｓ
ｌ９
　
一高
野
山
大
学
教
授
　
　
　
道

（漢
字

・
仮
名
）

か
な

○
河
合
仁
　
Ｓ
２４
　
都
留
文
科
大
学
講
師
　
書

道
史

○
営
波
ゆ
う
子
　
Ｓ
４６
　
慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢

中
等
部
高
等
部
講
師
　
書
写
書
道
教
育
、
中

国
書
道
史

○
加
藤
祐
司

（東
陽
）
Ｓ
２０
　
東
京
学
芸
大
学

教
授
　
書
道
科
教
育
学

○
城
所
正

（湖
舟
）
Ｓ
５
　
横
浜
国
立
大
学
名

誉
教
授
　
日
本
の
書

○
松
本
仁
志
　
Ｓ
３９
　
広
島
大
学
助
教
授
　
書

写
書
道
教
育

○
池
末
礼
購
　
Ｓ
ｌ４
　
純
真
女
子
短
期
大
学
助

教
授
　
か
な
書
道

○
石
井
健
　
Ｓ
４５
　
東
京
学
芸
大
学
助
手
　
日

本
書
道
史

○
西
野
義
正

（象
山
）
Ｓ
ｌＯ
　
佛
教
大
学
講
師

○
湯
浅
知
文
　
Ｓ
４９
　
静
岡
大
学
院
生

○
大
根
田
峯
子

（照
雲
）
Ｓ
９

０
法
水
光
雄

（越
仙
）
Ｓ
２３
　
福
井
大
学
教
授

○
家
入
博
徳
　
Ｓ
５０
　
古
筆
学

○
西
原
清
繁

（清
繁
）
Ｓ
２８
　
埼
玉
県
立
浦
和

商
業
高
校
教
諭
　
中
国

。
日
本
の
漢
字
に
関

し
て

○
本
多
和
宏
　
Ｓ
５０
　
新
潟
県
立
新
潟
北
高
校

講
師
　
象
刻
、
書
道
史

○
田
中
之
博
　
Ｓ
３０
　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
学
芸
部

資
料
課
長
　
書
跡

○
永
由
徳
夫
　
Ｓ
４０
　
駒
場
東
邦
中

・
高
校
教

諭
　
書
論
、
書
道
史

○
望
月

一
樹
　
Ｓ
３６
　
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
学
芸
員
　
日
本
古
代
史

○
山
内
常
正
　
Ｓ
３‐
　
静
岡
大
学
講
師
　
日
本

書
道
史

〈注
〉
記
載
内
容
は
、
氏
名

（雅
号
）
生
年
、
現

職
、
専
門
分
野

（入
会
申
込
書
類
に
よ
る
）
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団
会
議

・
会
合
メ
モ

・２
・
‐０

・
８
＝
国
際
大
会
実
行
委
員
会

・
打

ち
上
げ
兼
事
後
処
理
問
題
検
討
会

（於
日

本
教
育
会
館
）

・２
・
・１
・
‐８
Ｈ
選
挙
管
理
委
員
会

・
第
Ⅵ
期

役
員
改
選
選
挙
開
票
作
業

（於
本
部
事
務

局
）

・２
・
‐２

・
９
＝
編
集
局
編
集
委
員
会

・
編
集

会
議

（於
本
部
事
務
局
）

・２
，
‐２
，
‐Ｏ
Ｈ
第
２７
回
臨
時
理
事
会

（於
日

本
教
育
会
館
）

・３
　
・
２

・
３
＝
常
任
理
事
会
新
年
顔
合
わ

せ
会

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
・
３

・
３
＝
編
集
局
編
集
委
員
会

・
編

集
会
議

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
・
４

・
１
＝
編
集
局
編
集
委
員
会

・
編

集
会
議

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
・
４

・
揚
＝
第
鉢
回
臨
時
理
事
会

（於

一
庵
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
）

・３
・
４

・
２４
Ｈ
事
務
局

。
会
報
編
集
委
員
会

（於
本
部
事
務
局
）

・３
　
・
５

ｏ
ｌｌ
～
１３
＝
編
集
局
学
術
局
合

同

・
新
企
画
担
当
委
員
会
編
集
会
議
合
宿

（於
八
ヶ
岳
萱
原
山
荘
）

圃
会
員
動
静

○
興
膳
宏
理
事
長
＝
京
都
国
立
博
物
館
館
長

就
任

○
森
上
洋
光
会
員
＝
四
国
大
学
文
学
部
書
道

文
化
学
科
専
任
講
師
新
任

①
古
木
誠
彦
会
員
＝
九
州
女
子
大
学
文
学
部

専
任
講
師
新
任

○
横
山
弘
平
会
員
＝
１３
年
度
日
展
五
科
新
春

査
員
就
任

○
角
元
正
燦
会
員
＝
１３
年
度
日
展
五
科
新
春

査
員
就
任

圃
会
費
納
入
の
お
願
い

本
年
度
の
会
費
を
ご
納
入
頂
く
た
め
の
振

番
用
紙
を
同
封
致
し
ま
し
た
。
会
費
は
、
年

額
六
〇
〇
〇
円

（院
生
の
方
は
三
〇
〇
〇
円
）

で
す
。
学
会
は
す
べ
て
、
会
員
各
位
の
会
費

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
年
度
初
め
の

完
納
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
会
費
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、

事
務
局
ま
で
文
書

（Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
で
ご
照
会

下
さ
れ
ば
、
ご
納
入
頂
く
金
額
を
ご
連
絡
し

ま
す
。
た
だ
し
、
事
務
局
手
薄
の
た
め
、
電

話
で
の
照
会
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
今
股
、
理
事
会
決
定
に
よ
り
、
会
費

を
三
年
以
上
滞
納
の
方
に
は
、
学
会
誌
の
送

付
を
保
留
す
る
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
合
わ
せ
て
長
期
滞
納
の
方
に
は
、
紹
介

会
員

・
推
薦
役
員
と
事
務
局
が
連
携
し
て
個

別
に
事
情
調
査
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
新
会
員
紹
介
の
お
願
い

学
会
は
名
実
共
に
斯
学
研
究
の
中
核
機
関

と
し
て
の
組
織
確
立
を
め
ざ
し
、
ヨ

○
○

○
人
会
員
」
体
制
の
早
期
実
現
を
悲
願
と
し

て
お
り
ま
す
。
ご
周
囲
、
ご
関
係
方
面
に
書

学

・
書
道
史
に
限
ら
ず
考
古
、
歴
史
、
文
学
、

言
語
、
美
学
、
哲
学
、
創
作
に
至
る
幅
広
い

関
連
諸
分
野
で
会
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
下
さ
い
。

な
お
、
新
会
員
の
入
会
手
続
き
と
し
ま
し

て
は
、
役
員

（理
事
・監
事
）
推
薦
と
理
事
会

承
認
を
要
す
る
規
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
紹
介
の
際
は
、
い
ず
れ
か
の
役
員
ま
た
は

事
務
局
に
ま
ず
ご
相
談
頂
き
、
特
に
大
会
で

の
発
表
や
学
会
誌
へ
の
投
稿
を
急
い
で
お
ら

れ
る
方
の
場
合
は
、
原
則
春
秋
二
回
開
催
の

理
事
会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
頂
け
る

と
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

（事
務
局
）

◆
こ
の
よ
う
な
会
報
を
作

っ
て
、
年

一
回

の
そ
れ
も

「格
式
を
重
ん
ず
る
？
」
学
会
誌

の
欠
を
補
お
う
と

い
う
条
自
体
は
、
学
会

と
会
員
、
ま
た
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
も

っ
と
密
に
す
る
上
で
有
効

と
、
理
事
会
内
部
で
は
か
な
り
早
く
か
ら

検
討
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ

っ
た
が
、
な
か

な
か
キ

ツ
カ
ケ
が

つ
か
め
ず
こ
れ
ま
で
実

現
に
至
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
四
月

の
理
事
会
で

一
気
に
決
定
を
見
、
し
か
も

春
秋
二
回
、
今
年
度
か
ら
す
ぐ
に
と

い
う

こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
会
員
も
五
〇
〇
名

を
超
え
、
国
際
大
会
も
み
ご
と
に
や
り
遂

げ
て
２‐
世
紀
を
迎
え
た
学
会

の
今
、
と

い

う
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の

会
報
が
、
学
会

の
さ
ら
な
る
活
性
化

の

一

助
と
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
た

い
。

◆
編
集
に

つ
い
て
は
、
日
下
編
集
局
が
学

会
誌

の
編
集
業
務
以
外
に
も
、
業
績
調
査

関
係
、
新
企
画
関
係
と
多
忙
を
極
め
て
お

り
、
ま
た
こ
の
会
報
発
行
が
事
務
局
提
案

で
決
定
に
至

っ
た
関
係
も
あ

っ
て
、
当
面

事
務
局
が
担
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ

の
た
め
事
務
局
内
に
副
事
務
局
長
の
鈴
木

晴
彦
理
事
を
中
心
に
高
城
弘

一
、
柿
木
原

く
み
の
両
幹
事
を
加
え
た
編
集
委
員
会
を

設
置
し
、
実
務
に
当
た

っ
て
も
ら

つ
た
。

◆

「会
報
を
作
る
」
と
い
う
決
定
事
項
だ
け

で
、
あ
と
は
全
く
白
紙

の
状
態
か
ら
こ
こ

ま
で
僅
か

一
カ
月
余
と

い
う
突
貫
工
事
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
委
員
諸
氏
も
苦
労
し
た

し
、
執
筆
願

っ
た
役
員
各
位
や
各
部
局

の

責
任
者
各
位
に
も
十
分
な
時
間
を
用
意
で

き
ず
、
し
か
も
誌
面
的
な
制
約
か
ら
二
回

も
書
き
直
し
願

っ
た
方
も
お
ら
れ
る
。
学

会

の
た
め
と
は
い
え
、
ご
協
力
に
対
し
深

く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
　

　

（萱
原

晋
）

13年度事業活動計画

4月 22日 第 28回臨時理事会

5月 11～13日 編 集局学術局合同委合宿会議

6月 1日 会 報第 1号発行

6月下旬 編 集局 ・編集会議

7月上旬 「会員研究業績一覧」ネット公開

7月下旬 第 12回大会運営委員会

8月20日前後 編 集局学術局合同委合宿会議

9月末日 学 会誌第11号完成

10月上旬 会 報第2号発行

11月上旬 新 企画 「書道史事典」(仮)完成

11月9日 第 29回定例理事会

11月10日 第 12回大会 (於埼玉大学)

12月9日 選 挙管理委員会会議

12月15日 第 Wll期役員改選選挙告示

12月末日 学 会誌第12号原稿投稿申込締切

1月15日 役 員改選立候補 (推薦含む)締 切

2月 15日 役 員改選選挙投票開始

3月 15日 役 員改選選挙投票締切

3月 16日 役 員改選選挙開票

3月31日 第 30回臨時理事会 。第Vll期役員会発足

3月31日 学 会誌第12号投稿原稿受付締切
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